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熊本駅周辺整備における都市デザインの戦略と展開
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1. はじめに

2010 （平成22）年度末に九州新幹線の開業， 2016 （平

成28）年度には在来線高架化の完了を予定する熊本駅で

は， 駅を中心とした63.2ヘクク ールに及ぶ範囲で、周辺整

備を進めている1). 1)l日司辺整備のように多様な事業によ

って形成され，それぞれが五月雨的に進捗してして場合，

一貫する都市デザインの視点を持ち， 事業聞の連携を図

る系B織づくりが求められる． 熊本駅では都市デザイン調

整システムとして， 「都市空間デザイン会議」 を設置して

いる． このシステムは， 県と市が事務局となり， デザイ

ンの最終決定を担う委員会である 「本会議」 とデザイン

検討や調整の実働部隊である 「 ワ ー キング
、
クツレープ

(WG)Jで構成されている． また， 都市デザインの理念

や方針を示した「都市空間デザインガイド 本編 」と，

検討の成果を随時更新していく 「手引き編」 を策定して

おり， この三本柱でデザイン調整を進めている．

小林と星野は知事より委嘱された本会議の委員として，

また， 星野は兼務するWGの一員として， 熊本駅周辺整

備における都市デザインの考え方の検討や， 実際のデザ

イン調整を行っている． これらの成果は， 本会議やWG

の発案として 3章や5章で詳述する． とくに5章で星野

が担当するデザイン検討や調整の事例を示す． このとき

増山や山本は， 星野が担当する事例において， 模型作製

などデザイン検討の補助やWGへの参加を行った．

行政主導の都市デザインの実践では， 横浜市が先駆的

な取り組みを行っている2). 横浜市では1970年代前半か

らアーバンデザインとしづ概念を取り入れており， 現在

まで続いている横浜市の都市デザインを， 以下の三つに

整理する．

アーバンデザインの内部品田哉をつくったこと

協議型整備手法である街づくり協議の運用

総合的な戦略を持ったガイドラインの運用

このうち， 街づくり協議やガイドラインについては，

吉田ら3）や堀崎ら必が研究を行っている． これらはデザイ

ン調整システムを個別に論じたものである． また， 都市

デザインの実践として横浜O， 幕張。， さいたま来席日心吟

などの研究キ嘩R告が行われているが， 都市デザインの戦

略から展開まで， 一連の流れを整理した蓄積が十分だと

は言えない．

そこで本研究では， 横浜市の都市デザインで整理した
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三点をシステムとして包括する， 行政主導の都市デザイ

ンの実践として熊本駅のデザイン調整システムを対象と

する． そして， 熊本店則司辺整備ではどのような戦略を持

って調整を行い， その後のデザイン展開をし、かに進めて

いるのかを整理し， 明らかにすることを目的とする．

2. 熊本駅周辺整備の概要

(1)整備の概要

熊本駅では2010 （平成22）年度末の新幹線開業を大き

な契機として， 在来線の高架化完了後の2018 （平成30)

年を目標とする周辺整備が進んでいる． 新しい熊本の玄

関口を創造するために展開している様々な整備には， 駅

西土地区画整理事業，駅東A地区市街地再開発事業や合

同庁舎移転があり， このほか店則司辺の都市計画道路整備

事業などまちなみ形成に関わる事業を計画している． こ

れらを含めた整備全体は広さがおよそ63.2ヘクタ ーノレに

及び， 長期に渡る大規模なプロジェクトである （図－1).

そもそも熊本駅は， 明治時代に市街中心部に建設予定

だったものが当時の住民の反対にあい，郊外に春日駅（現

熊本駅）と池田駅（現上熊本駅）の二つに分けて建設さ

れた経緯がある． そのため， 市街中心部から約3km離れ

ており， 商業を中心とした副都心を目指すことが難しい

立地にある． このような背景もあり， 熊本駅周辺整備で

は「パーク・ステーションJというテーマを掲げ， 西の

図－1 熊本駅周辺樹首の整備区域と主な事業区域






















